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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 出羽桜について

• 創業 1892年（明治２５年）
• 県内酒蔵数 53蔵
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天童市



DEWAZAKURA
SAKE BREWERY

日本酒の現状と輸出について
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 日本酒の現状と輸出について
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日本酒の売上推移と問題点

課税移出量の推移（輸出は含まない）と消費量

・最大S48年度：176万kl 清酒シェア：28％
・直近H25年度：58.7万kl 清酒シェア：6.5％
・一人あたりの清酒の飲酒量（20歳以上80歳未満）

S48年度：23.7L
（1年に一升瓶を13.1本、1ヶ月に1.97Lを消費）

H25年度：6.2L
（1年に一升瓶を3.4本、1ヶ月に520mlを消費）



DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 日本酒の売上推移と問題点
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問題点と輸出への流れ

• 課税移出量が一貫して減少
• 製造免許場数も一貫して減少

S30年：4,021件 H24年：1,517件

• 今後は人口も減少し続ける
一人当たりの消費量も減少

• アルコール全体の出荷量も減少
H10年度の1,011万klがピーク

• 国内での需要増が難しい状況
H25年度：903万kl H10年度比：89％
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 出羽桜の輸出の流れ

年度 動き

平成9 欧州（独・仏・蘭）に輸出開始
平成10 豪州、シンガポールに輸出開始
平成11 ハワイに輸出開始
平成12 香港に輸出開始
平成13 サンフランシスコ（西海岸）に輸出開始
平成14 台湾に輸出開始
平成15 ニューヨーク（西海岸）に輸出開始
平成16 韓国・ドバイに輸出開始
平成17 中国に輸出開始
平成18 全出荷量の5％を達成
平成19 チリに輸出開始
平成20 英国・タイ・ブラジルに輸出、成田空港の免税店で販売開始
平成21 世界最大のワイン展示会「VINEXPO2009」に出展（仏ボルドー）
平成22 インド・各国在外大使館（28カ国）へ輸出開始

英国王室御用達・英国最古のワイン商「BB&R」で日本酒で最初の取扱販売 8



DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 出羽桜の輸出の流れ

年度 動き

平成23 「ダボス会議」に「一路」を提供
平成24 スウェーデン・スペイン・カナダに輸出開始
平成25 ロシアへ輸出開始
平成26 ベトナム・ネパールへ輸出開始
平成27 カンボジアへ輸出開始
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輸出先
米国、香港、英国、中国、台湾、韓国、オーストラリア、
シンガポール、タイ、ベトナム、フランス、スウェーデン、
ドイツ、スペイン、ロシア、カナダ、ブラジル、チリ、UAE、
インド、ネパール、カンボジア、インドネシア、スイス



DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 輸出量

・国内全メーカーの輸出数量

：H25年度16,202kl

・日本酒は総出荷数量の約3％を輸出

・輸出製造業者数： H26年度 665社

・フランスのワインは、国内生産総量の約35％を輸出
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 海外での販売時の注意点

• 地元、国内で評価されない酒は、海外でも難しい
• 日本文化（山形の文化）を代表して行く気持ち
• 蔵元自ら現地に行き、伝える努力
• インポーター、レストランの仕入担当、レストランのサーバー、消費者
の教育

• 海外から日本に来ていただき、理解していただく
• 個別来社、泊り込みで仕込み体験（蔵人との交流）
• 味わいはそのままに、銘柄名、特徴などを理解できるよう、裏ラベルは
英語のラベルを添付

• 海外での販売を通して、日本での販売方法を反省、振り返る機会
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 海外のお客様の特徴

• 海外の方は必ず、蔵元の所在地の風土、環境、文化、料理、人間性、
気候などを質問してくる

• 日本酒の伝統、文化、製造方法、造り手、風土など酒そのものだけで
なく、酒の背景をトータルで伝える

• 海外の方はイベント等で利き酒を行う際、銘柄に左右されること無く、1
アイテムごと真剣にチェックする

• 「希少性の高い商品を取り扱っていただけます」と提案しても…
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 世界でも市民権と存在感のある酒

• 街のワインショップなどでも地酒が買える状況を広め、家庭で
も酒が楽しめるようにする

• レストランでの高価格の日本酒のみの販売に専念し、リーズ
ナブルかつ高品質のアイテムの投入を怠れば、ごく一部のお
客様のみが楽しむ酒となる

• 将来的には、日本国内で過去にたどった日本酒衰退の歴史
同様に消費量が減少していく危険性がある
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 吟醸を世界の共通語に

• 「SAKE」という言葉は一般の外国の方々にも浸透
世界中の食卓を和やかにし、日本の素晴らしい文化を担う「吟
醸酒」が世界の共通語となるよう今後も努力していきます
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY

• 日本を代表する國酒
• 約2000年の歴史がある
• 儀式に欠かせない文化を背負うもの

日本酒とは
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 日本酒の楽しみ方
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日本酒の楽しみは飲み比べ

・銘柄の飲み比べ
・各ジャンルの飲み比べ（本醸造、吟醸など）
・料理との飲み比べ
・器での飲み比べ
・温度での飲み比べ
・人との ？



DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 酒蔵見学
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DEWAZAKURA
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日本酒の地理的表示について
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 地理的表示（GI）とは

・地域の共有財産である「産地名」の適切
な使用を促進する制度

・産地名が有する

「ブランド価値」を保護

・消費者が適切に商品

選択できるようになる
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 酒類の地理的表示の制度概要

・酒類の地理的表示は国税庁長官が指定

・地理的表示の名称は、産地以外を産地とする酒類、及び、生
産基準をみたさない酒類には使用できない

・地理的表示を酒類容器に表示する場合には、「地理的表示
○○」等の表示を合わせて行う必要がある
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DEWAZAKURA
SAKE BREWERY 地理的表示の導入効果

・「地域ブランド」による他の製品との差別化

・消費者の信頼性の向上

・「地域ブランド」の保護効果

・日本の特産品としての輸出拡大に寄与
→地理的表示が浸透しているヨーロッパ等においては、信頼できる特産品として扱わ
れるなど、海外への輸出を後押しする事が期待できる。
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